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要旨 

目的 我が国の農業を担う基幹的農業従事者は、著しい高齢化が進行するとともにその人

数は大幅に減少している。これに対し、農林水産省や団体は各種の担い手不足対策を実施

している。それを受けて、毎年 5 万人の新規就農者がいるが、60 歳以上は 3 万人で 6 割

を占めている。ところが、担い手不足対策は、青年層に比重が置かれている。そこで、本

研究では、定年退職後に新たに農業を始める中高齢層就農者に焦点をあて、就農後、経営

が安定し、農業に自信を持って取り組むまでのプロセスを解明する。 

方法 分析対象者は、面接調査で得られた 1 名と二次資料からの 4 例、計 5 例である。調

査項目は、①就農を決断してから現在に至った経過、②途中にあった課題と対応方法、③

支援やアドバイス、④目標の達成度と満足感、であった。分析は修正版グラウンデットセ

オリーアプローチを用いて行った。 

結果 10 の概念と 4 つのカテゴリーが生成された。4 つのカテゴリーは≪顧客を意識した

商品を作る≫≪相応しい販売方法を見出す≫≪今の環境にやりがいを実感する≫≪農業経

営を下支えする資源≫であった。以上 4 つのカテゴリーの関係は、次のようであった。定

年後、新規に就農した人は、漫然と農作物を作るのではなく、≪顧客を意識した商品を作

る≫ことにチャレンジし、できた自分の商品に適合する≪相応しい販売方法を見出す≫。

同時に、商品を作り、販売方法開拓することで≪今の環境にやりがいを実感する≫。≪農

業経営を下支えする資源≫は、技術的・経済的・精神的な支えとして機能し、経営的に安

定し、継続への意欲がもてる段階にたどり着いた。 

結論 本研究では、定年後に就農する農業者が、農業の経営を安定させ、継続意欲をもつ

ためには、第 1 に、≪顧客を意識した商品を作る≫≪相応しい販売方法を見出す≫≪今の

環境にやりがいを実感する≫≪農業経営を下支えする≫の 4つの要件を合わせて備えるこ

とが重要であることが示唆された。第 2 に、地元住民との軋轢の調整が就農継続に重要で

あるとの指摘があるが、本研究では、このような概念・カテゴリーは生成されなかった。

これは、分析対象者が職住を地域的に分離させており、農村地域の住民との私生活上の交

流が少ないことが影響していると考えられた。第 3 に、≪顧客を意識した商品を作る≫の

中で、家族の役割、中でも女性配偶者の役割が重要であることを示した概念が生成された。

これは、顧客ニーズの把握という点で重要であることを意味していた。第 4 に、付加価値

を理解してもらえるような販売ルートとして、直売所、インターネットが選択されている

ことが示唆された。第 5 に、経済的な目標設定のみが、農業経営の目標ではなく、農業を

通じた自己実現、安全な食づくりという意識が「主体性」「創造性」を生み出すこと、その

ことが付加価値のついた商品生産とその市場化につながり、経営的な安定へ結びついたこ

とが示唆された。第 6 に年金収入で生計が安定していることが農業経営を安定させるため

のつなぎとして大きな役割を果たしていたことが示唆された。 
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